




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































236 明治大学教養論集通巻508号 (20日・ 9)
限」な存在でしかないからだ。時間の終わりこそが，地上が霊的知識で満ち
満ちるといった，人類の完成を意味しないとも限らないではないか。空間と
時間の諸条件が許す限り，秩序ある宇宙cosmicの目的は，立派に成就され
るの7ご。
経験の本質についての科学的記述は，物質，生命，精神，知性の世界から，
私たちを徐々に外の世界へと連れ出して，知性の記述を完全に凌駕している
霊魂の存在にまで，つまりは，至高の自己でもあれば個別的な魂でもある者
として自らを顕現し，様々な価値でもあれば実在でもある者として自らを顕
現する，霊魂の存在にまで導いてしまう。ここに到って，私たちの探求は終
わりを迎える。人間の思考は，そこから先には行かれなL、からだ。
宇宙がどんなに広大無辺だと言っても，肝をつぶすことはない。私たちは，
物理的に言えば，この世に吹き荒れる砂嵐の，いとも小さな一粒にすぎない
かもしれないし，心理学的に言えば，自分の意図など，あれこれの有機体に
ただ閉じ込められだけの，いとも狭いものかもしれないが，実を言えば，私
たちは，一切万物であるからだ。広大無辺な時間も空間も，膨大な多様性を
抱えた生命の種も，科学や芸術の驚くべき達成も，私たちの外にあるのでは
なく，文字どおり，みんな私たちのうちにあるのだ。それらはどれも実際
にはどんなに抽象的で，その分だけ非実在的だとしても，私たち自身の，か
けがえのない作品であるのだ。霊魂というのは，それ自身の本質のうちに，
時間と空聞を含んで，経験と，個々の人物と，個々の物事を，そっくり抱き
とめているのである。物質も，生命も，意識も，すべて理念上の構築物であっ
て，私たちがそれらを扱っているときは，現象を扱っているのであって，実
在を扱っているのではない。宇宙は，ばらばらにされて，物質と生命と意識
と思考と呼ばれる，互に葛藤をきたすー纏まりの現実たちにまで，身を落と
すことはなL、。それらはどれも，かっちりした実在の区別ではなく，単なる
経験のグレードにすぎないからだ。宇宙の実体は，数学の方程式のようなも
のでもなければ，力学の体系のようなものでもなく，生物学的調整のような
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ものでもなければ，心理学的多元主義のようなものでもなく，さらには倫理
的個人主義のようなものでもなL、。宇宙の実体は，かえって，紛れもない一
個の霊的有機体であるのだ。私たちが低く降れば降るほど，私たちの知識は，
ますます明瞭なものとなっていく。数学的知識は，閉じたエネルギーシステ
ムとしてのこの世をめぐる私たちの知識よりも，遥かに明瞭であるかもしれ
ないし，そうした閉じたエネルギーシステムとしてのこの世をめぐる私たち
の知識も，生命や命あるものの環境としてのよLの世の知識よりも，遥かに明
瞭であるかもしれない。さらには，倫理的存在としての私たち自身をめぐる
知識も，霊魂としてのこの世の知識よりも，遥かに明瞭であるかもしれない。
だがそれにもかかわらず，私たちを実在に，この上もなく緊僚に肉薄させて
くれるのは，ほかならぬ，霊魂としてのこの世をめぐる，神秘的で，不明瞭
で，不分明な知識であるのだ。
第7章終わり
(やまぐち・やすじ 元文学部教授〕
